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先週の学習項目

1

１．リアクタンス回路の設計（1）

- インピーダンス関数からの展開

並列リアクタンス回路の直列接続による実現

-アドミタンス関数からの展開

直列リアクタンス関数の並列接続による実現
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リアクタンス回路の設計（2）

2



回路システム学第二 2019@ yyamao

リアクタンス関数の４つのパターン

3

( )
( )( ) ( )

( )( ) ( )

2 2 2 2 2 2

3 5 2 1

2 2 2 2 2 2

2 4 2 2

n

n

H s s s
Z

s

s
s

s s

  

  

−

−

+ + +
=

+ + +
〔０、 ∞〕型

分子の次数
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が１次低い

２次の項数は分子分母とも（n-1）

２次の項数は分子が（n-2）、分母は（n-1）

２次の項数は分子がn、分母は（n-1）

２次の項数は分子分母とも（n-1）

Z(0)=0, Z(∞)=∞
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リアクタンス梯子型回路(1)
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分子を分母で割ると

( )
( )

2 4 2 2

2 0 2 4 2 2

2 2 2
2 1 1 3 2 1

n

n n

n
n n

a c c s c s c s
Z s s

b s b b s b s

−

−

−
− −

+ + + +
= +

+ + +

2
2 2 2 1

2 1

n
k k k

n

a
c a b

b
−

−

= −

( )Y s

sC

sL

剰余は同じ形式で分子の次数減

商

22

22

4

4

2

20

42

32

2

31

22

1212

2

)(

1
)(

−

−

−

−

−

−−

++++

++
+

+=

n

n

n

n

n

nn

n

scscscc

sdsdds
s

c

b
s

b

a
sZ





剰余を逆数形にして分子を分母で割ると
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連分数による梯子型回路の表現(1)
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連分数による梯子型回路の表現(1)

6

連分数形式
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連分数による設計例

7

共振周波数（零点） 1 3000 = 3 5000 =(rad/sec) (rad/sec)

反共振周波数（極） 2 4000 = (rad/sec)
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 1 0.2L H=

 4 0.078C F= 2 0.278C F=

 3 1.03L H=

したがって
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リアクタンス梯子型回路(2)
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s関数の最低次数から分子を分母で割ると
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連分数による梯子型回路の表現(2)
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最高次数から商を求めた場合
と異なる梯子型回路形式（LとC

が入替え）であるが、

同じZ(s)を有し等価である。
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その他のリアクタンス関数の場合
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２次の項数は分子分母とも（n-1）
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？
どのような梯子型回路になるでしょうか？
皆さんも考えてみてください。


